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事業概要

１．目的
• 国内洋上風力マーケット初となる風車建設・メンテナンス専用船（Service 

Operation Vessel：SOV）を開発・導入し、2030年に国内並びにアジアマー
ケットにおいて、着床式・浮体式洋上風力向けSOV主要プレーヤーとなるこ
とを目指す。

２．期間 2022年 ～ 2030年

３．目標
• 洋上風車へのアクセス率を向上し、大幅に建設期間とメンテナンス期間の短

縮を図ることにより、発電コスト低減を目指す。
• 燃費向上による環境側面での貢献を目指す。

４．成果・進捗概要
• コンセプト設計取り纏め、AiP取得。
• 有義波高2.5m Hs以上において風車アクセスが可能であることより、欧州

マーケット同等レベルの高いSOV稼働率（風車稼働率）を確保出来る見通し
が立った。

• ハイブリットシステムの導入により、従来ディーゼルエンジンと比較し、大
幅な燃費改善が達成出来る見通しが立った。
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研究開発内容：SOV必要性
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SOV導入の必要性・導入メリットとは？

建設期間中 商業運転期間中

発電量

（AEP）

増加

・EPC建設工程が大幅短縮⇒早期運転開始

（６カ月以上）

・24時間対応による大幅メンテナンス期間短縮。

・突発的な事故対応が迅速に対応可。

初期投資コスト

（CAPEX）

減少

・冬期４カ月の工事中断不要。

・EPC建設工程が大幅に短縮出来ることより、抜本

的なEPCコスト削減。

ー

運転コスト

（OPEX）

減少

ー ・効率的なO&M実施に因りOPEX減。

国内マーケット現状の課題

・冬期風車アクセスが限定的なことより、建設工程が長期化し、建設コストの高騰要因の一つとなっている。

・冬期風車アクセスが限定的なことより、突発的な事故対応が困難であり、発電量が大幅に減少するリスクがある。

SOV導入メリット
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研究開発内容：SOV技術開発変遷

4

• 2015年以降、定点保持能力改善とギャングウェイ技術開発により、風車アク

セス性が飛躍的に改善。

第１世代

第2世代

第3世代
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研究開発内容：KPI
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SOV技術開発の方向性を鑑み、最終的に下記３点をKPIとして設定。

１）作業制限：風車アクセス性
コンセプト設取り纏めに際し、技術面で下記点に重点を置き技術検討を重
ね、作業制限の改善を目指した。

• 造波抵抗低減・機動性改善：船首・船尾設計
• 浅水域対応設計：ドラフト浅・プロペラ位置高
• 駆動機関変更：５系統⇒４系統（コスト低減・メンテナンス性改善・定点

保持能力改善）

２）燃費改善：
• オペレーションプラン策定（非定期点検の頻度がポイント）
• ハイブリッドシステム導入

３）風車稼働率改善：
• 海象分析：日本海側（由利本荘・能代）＋太平洋側（銚子）
• CFD解析：SOV・Gangwayオペレーションプロット策定
• SOV稼働率検証⇒風車稼働率検証
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研究開発成果：作業内容
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各種KPIの定量目標を達成する為に下記ワークフローに基づき研究開
発作業を実施。

船型開発
・既存船比較検証
・船体運動解析
・コンセプト設計

SOV基本技術要件

KPI 1
作業限界改善
2.5m Hs以上

KPI 2
燃費改善

（20%以上）

サイト条件分析
・海象条件
・気象条件
・海底地質条件

オペレーション
プラン策定

SOV基本仕様検討
・浮体式洋上風力
・着床式洋上風力

ハイブリッドシス
テム基本仕様検討

船型決定・最適化
・船長・幅・深さ
・高さ
・定点保持能力
・デッキレイアウ
ト他

主要機器選定
・ギャングウェイ
他

ハイブリッドシ
ステム最適化

評価

主要機器詳細検討
・ギャングウェイ

作業限界検証
・浅水域運動解
析
・深水域運動解
析
・稼働率分析
・アンダーキー
ルクリアランス
検証
・オペレーショ
ンプロット作成

燃費改善検証

風車稼働率
発電量検証

KPI 3
風車稼働率改

善

社会実装
マーケット分析・プロジェクトリスク分析・競合分析・経済性検証（ターゲット逆算方式・積み上げ方式）

SOV稼働率
検討

O&Mプラン策定
O&M費用検討

（用船価格検討：
＊）

各種プロジェクト契約条件検討：長期用船・建造・ファイナンス組成・保険手配・船舶管理・運転保守

各種LOI入
手

（ファイナ
ンス・保
険・用船）

SOV詳細技術要件

Class NK : AiP（設計承認）審査手続きClass NK認証要
件
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研究開発成果：コンセプト設計
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コンセプト設計概要：参考値
船長：89.6m、船幅：19.2m、ドラフト：5.9m、速度：12.8kn/hour、乗船
者数：126名、積載重量：2,300㌧

Resource:https://ulstein.com/vessels/vessels/csov-sov-vessel/sx222
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研究開発成果：定点保持能力
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• Gangway接弦限界：

ピボットポイント運動範囲 x 加速度 ⋖ Gangway稼働範囲 x 加速度

ピボットポイント運動解析結果 ピボットポイント鉛直・水平加速度

ギャングウェイ・オペレーションプロット
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• 従来５系統から４系統に変更

従来SOV設計駆動システム 本SOVコンセプト設計駆動システム

研究開発成果：ハイブリッドシステム開発

定点保持（厳しい海象）42%
定点保持（通常の海象）8%
サイト待機時30%
港湾停泊時15%
サイト内航行時3%
サイト⇒港湾移動時2%
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• オペレーションプラン・モード分析⇒燃費計算
• バッテリー機能活用：スピニングリザーブ、ピークシェイビング

SOVハイブリッドシステム

研究開発成果：ハイブリッドシステム開発

発電機：運転 1基
バッテリー：給電
推進器：運転 2台（4台）

航行モード
（風車、風車～基地港）

定点保持モード
（荒天時）

発電機：運転 3基（FULL）
バッテリー：給電
推進器：運転 4台（FULL）

定点保持モード
（平水時）

発電機：運転 1基
バッテリー：給電
推進器：運転 4台

係留モード
（基地港）

発電機：運転 1基
バッテリー：給電
推進器：運転なし

発電機：1,700kW×3基＋ﾊﾞｯﾃﾘｰ：2,200kWh×1台

ｱｼﾞﾏｽｽﾗｽﾀｰﾓｰﾀｰ：1,500KW×4基

DCﾗｲﾝ

燃
料
消
費
量
[g
/k
W
h
]

出力 [kW]

燃料消費率（参考）
Caterpillar:3512E / 出力:1,700kW
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海象分析

風車アクセス率（参考値）

研究開発成果：稼働率

冬季アクセス率
平均差

差55.9%
差55.9%

出典：EBR・秋田沖ナウファスデータに基づき解析（24時間weather window)

従来CTV冬季アクセス率平均36.6%

新SOV冬季アクセス率平均92.5%

船体運動解析
（定点保持）

風車アクセス

• 各サイトにおける海象条件（波高・潮流・周期特性）により、風車アクセス
率は変わってくる。

• 海象条件の厳しい冬季風車アクセス率に因り事業性・経済性は大きく変わる。
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研究開発成果：まとめ
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KPI達成状況：
１）作業制限： 有義波高2.5m以上達成見通し

２）燃費向上： 従来30%以上改善見通し

３）風車稼働率： SOV稼働率97%達成見通しであり

欧州並みの風車稼働率が期待出来る。

社会実装に向けた今後の課題：
• 長期用船の確保： 10年以上必要
• SOV船価抑制： 世界的な資材高騰の影響、更に、欧州・アジア地域における

洋上風力導入加速により価格高騰中
• 日本船籍取得： 長期メンテナンス性も考慮し日本製品の活用を検討。
• 操業体制確立： 慢性的な内航船船員不足である環境下、如何に船員を確保し

トレーニングしていくか課題。
• 安全管理体制確立：関連法規整備

関係省庁・洋上風力事業者・SOV用船事業者連携体制の構築
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